
『徒然草拾穂抄』の注釈態度　　近世前期の徒然草注釈書を展望しながら　　

要　

旨

　

北
村
季
吟
（
一
六
二
四
〜
一
七
〇
五
）
は
、
生
涯
に
二
つ
の
徒
然
草
に
関
す
る
注
釈
書
を
著
し
た
。

四
十
四
歳
の
時
に
刊
行
し
た
『
徒
然
草
文
段
抄
』（
一
六
六
七
年
）
は
、
そ
の
後
、
広
く
流
布
し
た
。

こ
れ
は
徒
然
草
に
関
し
て
書
か
れ
た
膨
大
な
注
釈
書
群
の
中
で
も
、
定
番
的
な
地
位
に
あ
り
、
近
代
以

後
に
あ
っ
て
は
、
欧
米
の
日
本
学
者
た
ち
が
徒
然
草
を
外
国
語
に
翻
訳
す
る
際
に
も
、
参
照
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
季
吟
が
八
十
一
歳
の
時
に
、
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
に
献
上
し
た
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』

（
一
七
〇
四
年
）
は
、『
徒
然
草
文
段
抄
』
の
詳
細
な
注
釈
を
、
わ
か
り
や
す
く
簡
略
化
し
て
、
そ
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
す
っ
き
り
と
ま
と
め
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
近
世
前
期
の
徒
然
草
注
釈
書
の
中
に
、『
徒
然
草
文
段
抄
』
の
特
徴
と
個
性
を

明
確
化
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
北
村
季
吟
が
晩
年
に
到
達
し
た
徒
然
草
観
、
ひ
い
て
は
、
古
典
の
注
釈

書
の
あ
り
方
の
一
端
を
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度
の
中
か
ら
見
出
す
こ
と
を
試
み
た
。

　

な
お
、
各
種
の
徒
然
草
注
釈
書
に
お
け
る
注
釈
内
容
を
具
体
的
に
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で

は
ひ
と
ま
ず
、
徒
然
草
の
第
二
十
段
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
際
に
、
諸
注
釈
書
が
指
摘
す
る
徒
然

草
と
和
歌
・
物
語
と
の
関
わ
り
に
絞
っ
て
考
察
し
た
。

は
じ
め
に

　

北
村
季
吟
は
、
徒
然
草
の
注
釈
書
を
、
生
涯
に
二
度
書
い
て
い
る
。
一
つ
は
、『
徒
然
草
文

段
抄
』
七
巻
（
一
六
六
七
年
刊
。
以
下
、『
文
段
抄
』
と
略
す
）
で
、
こ
の
『
文
段
抄
』
は
、

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
数
あ
る
徒
然
草
注
釈
書
の
中
で
も
、
広
く
流
布
し
、
現
代
に
至
る
ま

で
、
徒
然
草
研
究
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
注
釈
書
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
徒
然
草
の
最
初
の
翻

訳
書
で
あ
る
イ
ー
ビ
ー
の
英
訳
も
、『
文
段
抄
』
に
よ
っ
て
い
る（

１
）。
も
う
一
つ
は
、『
徒
然
草
拾

穂
抄
』
七
巻
（
一
七
〇
四
年
成
立
）
で（

２
）、
こ
の
注
釈
書
は
、
注
釈
文
の
表
現
の
随
所
に
「
候
」

と
い
う
敬
語
が
出
て
く
る
事
実
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
貴
人
献
呈
の
た
め
の
徒
然
草
の
注
釈

書
で
あ
る
。
実
際
、
第
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
文
段
抄
』
は
、
門
人
を
始
め
と
し
て
、
広
く
一
般
の
人
々
の
た
め
に
書
か
れ
、『
徒
然
草
拾

穂
抄
』
は
将
軍
綱
吉
の
た
め
に
書
か
れ
た
。
徒
然
草
と
い
う
同
じ
作
品
に
対
す
る
注
釈
書
が
、

異
な
る
読
者
対
象
を
持
ち
、
な
お
か
つ
四
十
年
近
い
歳
月
を
隔
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
か
ら
だ
け
で
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
注
釈
書
を
比
較
検
討
す
る
な
ら
ば
、
北
村
季
吟
の

徒
然
草
へ
の
注
釈
態
度
の
持
続
性
と
変
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考
察
は
、
徒
然
草
自
体
の
本
質
や
、
古
典
の
注
釈
研
究
の
あ
り
方
を

考
え
る
う
え
で
も
、
重
要
な
示
唆
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
の
考
察
順
序
と
し
て
は
、『
文
段
抄
』
に
至
る
ま
で
の
近
世
に
お
け
る
徒
然
草
の
注
釈

書
を
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
把
握
し
た
う
え
で
、『
文
段
抄
』
と
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』

を
比
較
し
て
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
し
、
北
村
季
吟
が
到
達
し
た
徒
然
草

観
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
で
、
各
種
の
徒
然
草
注
釈
書
を
比
較
す
る
に
当
た
り
、
第
二
十
段
ま
で

を
そ
の
対
照
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
察
章
段
の
範
囲
を
限
定
し
た
研
究
で
は
、
全
体
像
の
究

明
に
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
諸
注
釈
書
の
注
釈
内
容
を

徒
然
草
全
段
に
わ
た
っ
て
比
較
研
究
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
、『
文
段
抄
』『
徒

然
草
拾
穂
抄
』
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
第
一
巻
」
に
収
め
て
い
る
第
二
十
段
ま
で
を
取
り
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

一　

近
世
前
期
の
主
な
徒
然
草
注
釈
書
と
そ
の
特
徴

　

徒
然
草
は
江
戸
時
代
に
、
広
く
読
ま
れ
た
書
物
で
あ
り
、
注
釈
書
も
数
多
く
出
現
し
た
。

『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
以
来
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
ま
で
の
百
年
間
に
、
二
十
種
類
近
い
徒
然
草

の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
北
村
季
吟
以
外
に
も
、
岡
西
惟
中
の
よ
う
に

五
年
間
で
三
種
類
の
徒
然
草
の
注
釈
書
を
著
し
た
り
、
閑
寿
の
よ
う
に
『
兼
好
諸
国
物
語
』

（
一
七
〇
六
年
刊
）
と
い
う
伝
記
を
著
し
た
人
物
も
お
り
、
近
世
前
期
の
徒
然
草
研
究
に
お
い

て
、
北
村
季
吟
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
、
活
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字
本
で
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
近
世
の
徒
然
草
の
注
釈
書
の
中
で
は
北
村
季
吟
の
『
文

段
抄
』
が
ま
ず
第
一
で
あ
り
、
ま
た
、
諸
外
国
の
日
本
研
究
者
た
ち
が
徒
然
草
を
翻
訳
す
る
際

に
、
季
吟
の
『
文
段
抄
』
に
依
拠
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
惟
中
や
閑
寿
の
著
作
を
中
心
に
据

え
る
も
の
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。『
文
段
抄
』
が
徒
然
草
の
注
釈
書
と
し
て
、
永
く
命
脈

を
保
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
中
野
孝
次
著
『
す
ら
す
ら
読
め
る
徒
然

草
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
句
読
点
を
『
文
段
抄
』
に
よ
っ
た
旨
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

　

近
世
前
期
に
お
け
る
徒
然
草
注
釈
書
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
秦
宗
巴
・
慶
長
九
年
・
一
六
〇
四
年
・
二
巻
二
冊
）

②　
『
野
槌
』（
林
羅
山
・
元
和
七
年
・
一
六
二
一
年
・
十
四
巻
十
三
冊
）

③　
『
鉄
槌
』（
青
木
宗
固
・
慶
安
元
年
・
一
六
四
八
年
・
四
巻
四
冊
）

④　
『
な
ぐ
さ
み
草
』（
松
永
貞
徳
・
慶
安
五
年
・
一
六
五
二
年
・
八
巻
八
冊
・
挿
絵
入
り
）

⑤　

 『
徒
然
草
古
今
抄
』（
大
和
田
気
求
・
万
治
元
年
・
一
六
五
八
年
・
八
巻
八
冊
・
挿
絵
入

り
）

⑥　
『
徒
然
草
抄
（
磐
斎
抄
）』（
加
藤
盤
斎
・
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
年
・
十
三
巻
十
三
冊
）

⑦　
『
徒
然
草
句
解
』（
高
階
楊
順
・
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
年
・
七
巻
七
冊
）

⑧　
『
徒
然
草
文
段
抄
』（
北
村
季
吟
・
寛
文
七
年
・
一
六
六
七
年
・
七
巻
七
冊
）

⑨　
『
増
補
鉄
槌
』（
山
岡
元
隣
・
寛
文
九
年
・
一
六
六
九
年
・
五
巻
六
冊
）

⑩　
『
徒
然
草
諺
解
』（
南
部
草
寿
・
寛
文
九
年
・
一
六
六
九
年
・
五
巻
五
冊
）

⑪　
『
徒
然
草
大
全
』（
高
田
宗
賢
・
延
宝
五
年
・
一
六
七
七
年
・
十
三
巻
十
三
冊
）

⑫　
『
徒
然
草
参
考
』（
恵
空
・
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
年
・
八
巻
八
冊
）

⑬　

 『
徒
然
草
直
解
』（
岡
西
惟
中
・
貞
享
三
年
・
一
六
八
六
年
・
十
巻
十
冊
・
人
名
略
伝
と
器

物
図
）

⑭　
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』（
浅
香
山
井
・
貞
享
五
年
・
一
六
八
八
年
・
二
十
巻
二
十
冊
）

⑮　
『
真
字
寂
寞
艸
』（
岡
西
惟
中
・
元
禄
二
年
・
一
六
八
九
年
・
二
巻
二
冊
）

⑯　
『
徒
然
草
集
説
』（
閑
寿
・
元
禄
十
四
年
・
一
七
〇
一
年
・
二
巻
十
五
冊
）

⑰　
『
つ
れ
づ
れ
清
談
抄
』（
岡
西
惟
中
・
元
禄
十
四
年
・
一
七
〇
一
年
・
十
巻
）

⑱　
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』（
北
村
季
吟
・
元
禄
十
七
年
・
一
七
〇
四
年
・
七
巻
）

　

本
稿
は
、
北
村
季
吟
が
辿
り
着
い
た
徒
然
草
研
究
の
到
達
点
を
見
極
め
る
の
が
最
終
的
な
目

的
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、『
文
段
抄
』
に
至
る
ま
で
の
、
主
な
注
釈
書
を
概
観
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
概
観
に
よ
っ
て
、
季
吟
が
先
行
す
る
注
釈
書

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
『
文
段
抄
』
を
ま
と
め
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
あ
ま
り
活
用
せ
ず
に

独
自
性
を
打
ち
出
し
な
が
ら
『
文
段
抄
』
を
著
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、『
文
段
抄
』
と
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
関
係
を
考
察
す
る
基
盤
と
も

な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
⑨
か
ら
⑰
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
。

　

先
の
一
覧
の
中
で
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
、

か
つ
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（

３
）。
そ
れ
ら
の
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ
こ

で
は
、
ま
ず
諸
注
釈
書
の
記
述
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
『
文
段
抄
』
に
関
し
て
は
従
来
、
秦
宗
巴
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』、
林
羅
山
の
『
野
槌
』、

松
永
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
な
ど
を
集
成
・
集
約
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
側
面
が
注
目
さ
れ

て
き
た
。『
文
段
抄
』
の
「
総
説
」
で
、
師
説
（
松
永
貞
徳
）・『
寿
命
院
抄
』・『
野
槌
』
を
参

照
し
た
と
、
季
吟
自
ら
が
述
べ
て
い
る（

４
）か

ら
で
も
あ
る
が
、『
文
段
抄
』
に
先
行
す
る
『
鉄
槌
』

『
句
解
』
と
の
関
わ
り
も
測
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
少
し
先
回
り
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、『
文

段
抄
』
は
引
歌
に
関
し
て
は
、
従
来
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
先
行
す
る
諸
注
に
依
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
前
記
の
十
八
種
類
の
徒
然
草
に
関
す
る
注
釈
書
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
注
釈

書
は
、『
文
段
抄
』
に
い
た
る
ま
で
の
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
の
八
種
類
と
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』

の
合
計
九
種
類
で
あ
る（

５
）。

　

①
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
は
、
徒
然
草
の
本
文
自
体
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
徒
然
草
の

中
か
ら
、
語
句
を
漢
字
片
仮
名
で
切
り
出
し
、
注
釈
も
漢
字
片
仮
名
で
記
し
て
い
る
。
こ
の
ス

タ
イ
ル
は
、
そ
の
後
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
二
番
目
の
『
野
槌
』
以
下
、
徒
然
草
の
注
釈
書
に
は
、

本
文
が
付
い
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』
が
、
徒
然
草
を
章
段
に
区
切
り
、
番
号
を
付
し
た
の
は
、

こ
れ
以
前
の
、
徒
然
草
の
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
注
目
さ
れ
る
。
章
段
に
区
切
っ
て

番
号
を
付
す
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
注
釈
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

②
の
『
野
槌
』
は
、
本
文
も
注
釈
も
漢
字
平
仮
名
表
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
振
り
仮
名
は
片

仮
名
で
付
け
て
い
る
。
章
段
ご
と
に
全
文
を
掲
載
し
、
そ
の
後
に
二
字
下
げ
で
注
釈
を
書
い
て

い
る
。
難
語
ご
と
に
、
本
文
を
切
り
出
し
て
注
釈
が
な
さ
れ
る
。
先
行
す
る
『
寿
命
院
抄
』
の

注
釈
を
ほ
ぼ
す
べ
て
取
り
入
れ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
新
し
い
出
典
を
博
捜
し
て
詳
し
く
注
釈
し

て
あ
る
。
た
だ
し
、『
寿
命
院
抄
』
か
ら
の
注
釈
の
引
用
部
分
に
、『
寿
命
院
抄
』
の
名
前
は
出

し
て
い
な
い
。

　

③
の
『
鉄
槌
』
は
、
本
文
と
注
釈
は
漢
字
平
仮
名
表
記
、
振
り
仮
名
は
平
仮
名
で
あ
る
。
原

則
と
し
て
、
章
段
ご
と
に
上
段
に
注
釈
、
下
段
に
徒
然
草
の
本
文
を
配
す
る
が
、
注
が
少
な
い

箇
所
は
、
頭
注
欄
を
設
け
ず
、
本
文
を
上
か
ら
続
け
て
書
い
て
い
る（
６
）。
今
回
参
照
し
た
版
本
の

頭
注
に
は
、
項
目
ご
と
に
「
▲
」
を
付
し
て
い
る
の
で
、
視
覚
的
に
見
や
す
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
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る
。
注
釈
部
分
に
は
、
先
行
す
る
①
と
②
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、
両
書
の
名
前
は
出
し
て
い

な
い
。

　

④
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
百
五
十
七
図
に
の
ぼ
る
挿
絵
が
付
い
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
記
述
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
章
段
ご
と
に
、
上
段
に
注
釈
、
下
段
に
本
文
を
配
し
、

次
に
挿
絵
、
さ
ら
に
そ
の
段
の
大
意
を
書
く
。
先
行
す
る
①
と
②
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
、
書

名
は
出
し
て
い
な
い
。

　

⑤
の
『
徒
然
草
古
今
抄
』
は
、
章
段
ご
と
に
、
上
段
に
注
釈
、
下
段
に
本
文
を
配
し
て
い
る

点
は
、
④
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
④
の
上
段
と
下
段
の
比
率
が
、
四
対
六
く
ら
い
で
あ
る

の
に
比
べ
て
、
本
書
は
注
釈
の
ス
ペ
ー
ス
の
方
が
や
や
大
き
い
。
本
書
の
特
徴
は
、
先
行
す
る

注
釈
書
名
を
黒
地
に
白
抜
き
で
略
記
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
挿
絵
が
三
十
四
図
入
っ
て
い
る

こ
と
で
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
。
な
お
、
挿
絵
は
、
④
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
酷

似
し
て
お
り
、
そ
の
挿
絵
を
覆
刻
使
用
し
た
も
の
か
。

　

⑥
の
『
徒
然
草
抄
』
は
、
著
者
の
名
前
を
用
い
て
『
磐
斎
抄
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
ち
ら
の
名
称
の
方
が
他
書
と
区
別
し
や
す
い
の
で
、
本
稿
で
も
『
磐
斎
抄
』
と
呼
称
す
る
。

本
書
は
、
④
や
⑤
の
よ
う
に
上
下
二
段
組
み
に
せ
ず
、
ま
ず
、
章
段
ご
と
に
本
文
を
漢
字
平
仮

名
表
記
で
示
し
、
そ
の
後
に
、
一
字
下
げ
で
そ
の
段
の
大
意
を
少
し
小
さ
な
字
で
書
い
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
、
本
文
の
高
さ
に
揃
え
て
、
注
釈
項
目
の
表
現
を
本
文
か
ら
比
較
的
長

く
切
り
出
し
、
一
字
下
げ
で
そ
の
注
釈
を
少
し
小
さ
な
字
で
書
い
て
い
る
。
先
行
す
る
注
釈
書

名
と
し
て
は
、『
野
槌
』
の
名
前
を
出
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

⑦
の
『
徒
然
草
句
解
』
は
、
①
か
ら
⑥
ま
で
の
ど
れ
と
も
異
な
る
ス
タ
イ
ル
で
記
述
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
を
大
き
な
字
で
書
き
、
注
釈
を
付
け
る
場
合
は
、
そ
の
大
き
な
本
文

の
途
中
に
、
小
さ
く
二
行
書
き
の
割
注
で
書
き
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
を
続
け
て
す
ら

す
ら
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
難
語
は
、
割
注
を
読
め
ば
わ
か
る
の
で
、
見
慣
れ
て
く
る
と

意
外
に
わ
か
り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
を
読
み
つ
つ
、
注
も
同
時
に
読

め
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
行
す
る
注
釈
書
の
名
前
は
出
し
て
い
な
い
が
、
自
説
に
は

「
愚
按
ず
る
に
」
と
い
う
言
葉
を
長
四
角
の
枠
で
囲
ん
で
示
し
て
い
る
。

　

⑧
の
『
徒
然
草
文
段
抄
』
は
、
本
文
・
注
釈
と
も
同
じ
大
き
さ
の
字
で
、
漢
字
平
仮
名
表
記

で
あ
る
。
た
だ
し
、
振
り
仮
名
は
片
仮
名
。
本
文
を
ま
ず
示
す
が
、
各
段
を
さ
ら
に
細
分
化
し

た
節
ご
と
に
区
切
っ
て
、
そ
の
一
区
切
り
づ
つ
に
注
釈
を
付
け
て
ゆ
く
の
が
、
①
か
ら
⑦
ま
で

と
異
な
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
注
の
部
分
は
、
一
字
下
げ
で
書
い
て
い
る
。『
寿
命
院
抄
』『
野

槌
』
や
師
説
、
す
な
わ
ち
松
永
貞
徳
の
説
な
ど
、
先
行
す
る
諸
説
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

「
季
吟
云
」「
季
云
」
な
ど
と
書
い
て
、
自
説
も
明
記
し
て
い
る
。

　

⑱
の
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
は
、
漢
字
平
仮
名
表
記
の
本
文
の
後
に
注
釈
を
書
き
、
振
り
仮
名

は
片
仮
名
で
付
す
。『
文
段
抄
』
と
同
様
の
節
の
区
切
り
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
徒
然
草
拾
穂

抄
』
で
は
、
本
文
の
傍
ら
に
、「
い
」「
ろ
」「
は
」「
に
」「
ほ
」「
へ
」「
と
」
…
…
と
い
う
よ

う
に
、
小
さ
く
書
か
れ
た
符
号
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
符
号
が
、
注
の
番
号
を
示
す
。
そ
し

て
、
本
文
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
注
釈
項
目
の
冒
頭
に
も
、
こ
の
符
号
が
付
い
て
い
て
、
ど
こ

に
当
該
の
注
釈
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
そ
の
箇
所
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
法
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
他
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
現
代
の
学
術
論
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
注
の
付
け
方
と
一
致
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
徒

然
草
拾
穂
抄
』
の
よ
う
な
注
の
ス
タ
イ
ル
は
、
本
居
宣
長
の
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
も
採
用
さ
れ

て
い
る
。

二　

序
段
か
ら
第
二
十
段
ま
で
、
各
種
の
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
一
覧

　

今
回
は
、
序
段
か
ら
第
二
十
段
ま
で
の
範
囲
で
、
徒
然
草
の
注
釈
書
を
比
較
す
る
。
そ
の

際
、
先
に
概
略
を
述
べ
た
『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』『
鉄
槌
』『
な
ぐ
さ
み
草
』『
古
今
抄
』『
磐

斎
抄
』『
句
解
』『
文
段
抄
』、
お
よ
び
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
九
種
類
の
中
か
ら
、
各
注
釈
書

で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
引
歌
に
注
目
し
て
み
た
。
と
い
う
の
も
、
徒
然
草
の
表
現
基
盤
は
、
広
範

囲
に
わ
た
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
和
歌
文
学
の
世
界
は
、
兼
好
が
二
条
為
世
門
下
の
歌
人
で
あ

っ
た
事
実
に
鑑
み
て
も
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
の
一
覧
に
掲
出
し
た
和
歌
は
、
そ
の
引
歌
が
最
初
に
出
て
き
た
注
釈
書
の
表
記
で
示

し
、
カ
ッ
コ
内
に
、
そ
の
和
歌
を
引
歌
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
注
釈
書
名
を
記
入
し
た
。
た
だ

し
、
表
記
に
は
濁
点
を
付
け
、
ま
た
、
引
歌
の
初
出
で
、
一
首
全
体
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。

　

こ
の
一
覧
に
よ
っ
て
、
注
釈
書
が
次
々
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
近
世
前
期
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
順
序
で
、
引
歌
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
展
開
の
一
端
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
一
覧
に
お
け
る
各
種
の
注
釈
書
名
は
、
原
則
と
し
て
、
た
と
え
ば
『
寿
命
院
抄
』
は
「
寿
」

と
い
う
よ
う
に
、
冒
頭
の
一
字
を
も
っ
て
省
略
記
号
と
す
る
。
ま
た
、『
徒
然
草
抄
（
磐
斎
抄
）』

は
「
磐
」、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
は
「
拾
」
と
略
し
た
。

　
「
＊
」
は
、
そ
の
注
釈
書
で
、
引
歌
の
出
典
が
、
た
と
え
ば
「
古
今
集
」
な
ど
の
よ
う
に
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
出
典
を
明
記
し
た
最
初
の
注
釈
書
に
の
み
、
出
典

名
も
原
文
通
り
に
併
記
し
、
そ
の
後
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
そ
の
出
典
名
が
書
か
れ
て
い
る

場
合
は
、「
＊
」
の
印
の
み
付
し
た
。

　

章
段
番
号
は
、
各
注
釈
書
に
よ
り
多
少
異
な
る
が
、
現
行
の
章
段
番
号
に
よ
っ
て
統
一
し

た
。
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今
回
取
り
上
げ
る
徒
然
草
の
第
二
十
段
ま
で
の
範
囲
で
、
各
注
釈
書
に
、
一
首
で
も
引
歌
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
序
段
・
第
一
段
・
第
二
段
・
第
三
段
・
第
七
段
・
第
九
段
・
第
十
一

段
・
第
十
二
段
・
第
十
三
段
・
第
十
四
段
・
第
十
五
段
・
第
十
六
段
・
第
十
八
段
・
第
十
九

段
・
第
二
十
段
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
和
歌
の
例
示
が
全
く
な
い
の
は
、
第
四
段
・
第
五

段
・
第
六
段
・
第
八
段
・
第
十
段
・
第
十
七
段
で
あ
る
。

　
　
　
《　

引
歌
一
覧　

》

【
序
段
】

日
ぐ
ら
し
に
山
路
の
き
の
ふ
時
雨
し
ハ
富
士
の
高
ね
の
雪
に
ぞ
あ
り
け
る
（
寿
、
野
＊
詞
花
、

鉄
、
な
＊
）

く
れ
が
た
き
夏
の
日
く
ら
し
な
が
む
れ
バ
そ
こ
は
か
と
な
く
物
ぞ
か
な
し
き
（
野
＊
伊
勢
物

語
、
古
＊
）

何
と
な
く
硯
に
む
か
ふ
手
習
よ
人
に
い
ふ
べ
き
お
も
ひ
な
ら
ね
ば
（
寿
＊
風
雅
、
野
＊
、
鉄
、

な
＊
、
古
＊
）

神
無
月
風
に
紅
葉
の
散
時
は
そ
こ
は
か
と
な
く
物
ぞ
か
な
し
き
（
寿
、
野
、
鉄
、
な
、
古
）

【
第
一
段
】

我
を
の
み
お
も
ふ
と
い
は
ゞ
あ
る
べ
き
に
い
で
や
心
は
お
ほ
ぬ
さ
に
し
て
（
文
）

身
ハ
捨
つ
心
を
だ
に
も
は
ふ
ら
さ
じ
終
に
ハ
い
か
ゞ
成
と
知
べ
く
（
寿
＊
古
今
、
野
＊
、
鉄
、

な
、
古
＊
）

秋
の
野
に
な
ま
め
き
た
て
る
女
郎
花
あ
な
か
し
か
ま
し
花
も
一
と
き
（
寿
＊
古
今
、
野
＊
、
古

＊
）

木
に
も
あ
ら
ず
草
に
も
あ
ら
ず
竹
の
よ
の
は
し
に
我
身
ハ
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
（
野
＊
古
）

み
よ
し
の
ゝ
た
の
む
の
か
り
も
ひ
た
ふ
る
に
君
が
か
た
に
ぞ
よ
る
と
な
く
な
る
（
寿
、
野
＊
伊

勢
物
語
、
鉄
、
な
、
古
＊（

７
））

【
第
二
段
】

冬
来
て
ハ
一
夜
二
夜
に
呉
竹
の
葉
わ
け
の
つ
ゆ
の
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
（
句
＊
定
家
）

【
第
三
段
】

恋
せ
ず
は
人
は
心
の
な
か
ら
ま
し
も
の
ゝ
あ
は
れ
も
こ
れ
よ
り
ぞ
し
る
（
な
、
古
＊
俊
成
、
磐

＊
、
句
＊
、
文
＊
、
拾
＊
）

お
ほ
ぬ
さ
の
ひ
く
手
あ
ま
た
に
云
々
（
文
＊
古
今
十
四
、
拾
＊
）

い
け
ど
〳
〵
あ
は
ぬ
物
か
ら
わ
が
恋
ハ
雨
露
霜
に
ぬ
れ
に
け
る
か
な
（
句
＊
万
葉
）

シ
カ
リ
ト
テ
ト
ス
レ
バ
カ
ヽ
リ
カ
ク
ス
レ
バ
ア
ナ
イ
ヒ
シ
ラ
ズ
ア
フ
サ
キ
ル
サ
ニ
（
寿
＊
古
、

野
＊
、
鉄
、
な
、
古
）

た
は
れ
を
と
人
ハ
い
へ
ど
も
ま
だ
し
ら
ず
わ
れ
を
か
く
せ
り
獺
の
た
は
れ
を
（
野
＊
万
葉
、

鉄
、
な
、
古
＊（

８
））

秋
ク
レ
バ
野
ベ
ニ
タ
ハ
ル
ヽ
女
郎
花
イ
ヅ
レ
ノ
人
カ
ツ
マ
デ
ミ
ル
ベ
キ
（
寿
、
野
、
鉄
、
な
、

古（
９
））

【
第
七
段
】

あ
だ
し
野
の
は
ぎ
の
す
ゑ
こ
す
秋
風
に
こ
ぼ
る
ゝ
露
や
玉
川
の
水
（
野
＊
俊
頼
、
鉄
、
な
、
古

＊
古
歌
）

誰
と
て
も
と
ま
る
べ
き
か
は
あ
だ
し
野
の
草
の
葉
ご
と
に
す
が
る
し
ら
露
（
野
＊
続
古
今
西

行
、
鉄
、
な
、
古
＊
）

鳥
辺
山
空
に
煙
の
も
え
た
ら
ば
は
か
な
く
き
え
し
我
に
し
ら
な
ん
（
野
＊
拾
遺
、
古
＊
）

思
ひ
か
ね
な
が
め
し
か
ど
も
鳥
部
山
は
て
ハ
烟
も
た
ゝ
ず
成
に
き
（
野
＊
詞
花
円
融
院
御
歌
、

鉄
、
な
）

た
き
木
つ
き
雪
ふ
り
し
け
る
鳥
辺
野
は
鶴
の
林
の
心
地
こ
そ
す
れ
（
野
＊
後
拾
遺
法
橋
忠
令
）

分
き
つ
る
袖
の
け
し
き
か
鳥
辺
野
ゝ
な
く
〳
〵
か
へ
る
道
芝
の
露
（
野
＊
玉
葉
俊
成
）

夕
暮
ニ
命
カ
ケ
タ
ル
カ
ゲ
ロ
フ
ノ
ア
ル
カ
ナ
キ
カ
ノ
世
ニ
モ
ス
ム
カ
ナ
（
寿
、
野
、
鉄
、
な
）

今
コ
ソ
ア
レ
我
モ
昔
ハ
ヲ
ト
コ
山
サ
カ
行
時
モ
ア
リ
コ
シ
物
ヲ
（
寿
、
野
＊
古
今
、
鉄
、
な
、

古
＊
、
句
＊
）

【
第
九
段
】

君
コ
フ
ル
涙
ノ
カ
ヽ
ル
冬
ノ
夜
ハ
心
ト
ケ
タ
ル
イ
ダ
ニ
ネ
ラ
レ
ズ
（
寿
＊
拾
遺
、
野
＊
、
鉄
、

な
）

イ
カ
斗
恋
ノ
山
ヂ
ノ
シ
ゲ
ヽ
レ
バ
入
ト
イ
リ
ヌ
ル
人
マ
ド
フ
ラ
ン
（
寿
、
野
、
鉄
、
な
）

（
帰
り
に
し
人
を
思
ふ
と
ぬ
ば
た
ま
の
）
そ
の
よ
ハ
我
も
い
も
ね
兼
て
き
（
文
＊
万
葉
）

【
第
十
一
段
】

サ
シ
杉
ノ
ク
ル
ス
ノ
ヲ
ノ
ヽ
萩
ノ
花
チ
リ
ナ
ン
時
ニ
行
テ
手
ム
ケ
ン
（
寿
、
野
＊
万
葉
、
鉄
、

な
、
古
＊
）

岩
そ
ゝ
ぐ
水
よ
り
ほ
か
に
音
せ
ね
ば
こ
ゝ
ろ
ひ
と
つ
を
す
ま
し
て
ぞ
き
く
（
磐
＊
千
載
仁
和
寺

法
親
王
守
覚
）
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お
も
ひ
や
れ
か
け
ひ
の
水
の
た
え
〴
〵
に
成
ゆ
く
ほ
ど
の
心
ぼ
そ
さ
を
（
古
）

思
ひ
や
れ
と
ふ
人
も
な
き
山
里
の
か
け
ひ
の
水
の
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
さ
を
（
句
＊
上
東
門
院
中
将
）

松
の
風
か
け
ひ
の
水
に
き
ゝ
か
へ
て
都
の
人
の
音
信
れ
も
な
し
（
文
＊
風
雅
円
光
院
入
道
関

白
）

と
し
を
へ
て
あ
れ
ゆ
く
宿
の
板
庇
か
く
て
も
世
に
は
あ
ら
れ
け
る
な
り
（
文
＊
草
庵
頓
阿
）

ヲ
リ
テ
ミ
バ
ヲ
チ
ゾ
シ
ヌ
ベ
キ
秋
萩
ノ
枝
モ
タ
ワ
ヽ
ニ
ヲ
ケ
ル
白
露
（
寿
、
野
＊
古
今
、
鉄
、

な
、
句
＊
）

【
第
十
二
段
】

思
フ
事
イ
ハ
デ
ゾ
タ
ヾ
ニ
ヤ
ミ
ヌ
ベ
キ
我
ト
ヒ
ト
シ
キ
人
シ
ナ
ケ
レ
バ
（
寿
、
野
＊
伊
勢
物

語
、
鉄
、
な
、
句
＊
、
文
、
拾
＊
）

【
第
十
三
段
】

と
じ
を
き
し
枕
草
子
の
う
へ
に
こ
そ
昔
の
人
の
夢
も
み
え
け
れ
（
磐
）

こ
と
の
葉
の
な
か
を
な
く
〳
〵
尋
れ
ば
昔
の
人
に
あ
ひ
み
つ
る
か
な
（
磐
＊
新
古
今
）

【
第
十
四
段
】

か
る
も
か
く
ふ
す
ゐ
の
と
こ
も
い
を
や
す
ミ
さ
こ
そ
し
ら
ね
ら
れ
め
か
ゝ
ら
ず
も
が
な
（
文
＊

後
拾
遺
和
泉
式
部
、
拾
＊
）

糸
ニ
ヨ
ル
物
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
別
路
ノ
〈
心
ボ
ソ
ク
モ
ヲ
モ
ホ
ユ
ル
哉
〉（
寿
＊
古
今
第
九
覇
旅
部

貫
之
、
野
＊
、
鉄
＊
、
な
＊
、
磐
＊
、
句
＊
、
文
＊
、
拾
＊
）

〈
冬
ノ
来
テ
山
モ
ア
ラ
ハ
ニ
木
葉
フ
リ
〉
残
ル
松
サ
ヘ
峯
ニ
サ
ビ
シ
キ
（
寿
＊
新
古
今
祝
部
成

仲
、
野
＊
、
鉄
＊
、
な
＊
、
磐
＊
、
句
＊
、
文
＊
、
拾
）

末
の
世
も
此
情
け
の
ミ
か
は
ら
ず
と
見
し
ゆ
め
な
く
バ
よ
そ
に
き
か
ま
し
（
文
＊
西
行
、
拾

＊
）

ミ
な
人
の
心
の
た
ね
も
か
ハ
ら
ね
バ
い
ま
も
昔
の
わ
か
の
う
ら
な
ミ
（
文
＊
新
続
古
今
）

【
第
十
五
段
】

ま
こ
も
か
る
み
づ
の
み
ま
き
の
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
ね
ぬ
に
め
さ
ま
す
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な
（
磐
＊
三
体

和
歌
慈
鎮
、
文
＊
「
夕
す
ゞ
み
」、
拾
＊
）

心
あ
ら
ん
人
に
み
せ
ば
や
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春
の
け
し
き
を
（
句
＊
能
因
）

【
第
十
六
段
】

み
ち
す
が
ら
馬
の
上
に
て
ひ
く
こ
と
の
を
ご
と
に
玉
を
ぬ
く
な
ミ
だ
か
な
」（
文
＊
堀
河
後
百

首
王
昭
君
）

【
第
十
八
段
】

手
に
む
す
ぶ
雫
に
に
ご
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
哉
（
句
）

さ
ゞ
な
み
や
し
が
の
う
ら
風
い
か
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
の
す
ゞ
し
か
る
ら
ん
（
磐
、
文
＊
公

任
、
拾
＊
）

【
第
十
九
段
】

春
ハ
只
花
ノ
ヒ
ト
ヘ
ニ
サ
ク
斗
物
ノ
哀
ハ
秋
ゾ
マ
サ
レ
ル
（
寿
、
野
＊
拾
遺
、
鉄
、
な
、
古

＊
、
文
＊
、
拾
＊
）

花
も
み
つ
紅
葉
を
も
み
つ
虫
の
音
も
こ
ゑ
〴
〵
お
ほ
く
秋
は
ま
さ
れ
り
（
文
＊
万
葉
額
田
王
、

拾
＊
）

春
秋
に
お
も
ひ
ミ
だ
れ
て
わ
き
か
ね
つ
時
に
つ
け
つ
ゝ
う
つ
る
心
は
（
文
＊
貫
之
）

百
千
鳥
朝
げ
の
空
に
遊
ぶ
也
こ
と
の
外
に
も
春
め
き
に
け
り
（
文
＊
有
仲
集
、
拾
＊
）

野
辺
ミ
れ
ば
わ
か
な
つ
ミ
け
り
む
べ
し
こ
そ
か
き
ね
の
草
も
春
め
き
り
け
れ
（
文
＊
拾
遺
）

あ
ら
た
ま
の
年
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り
ま
た
る
ゝ
物
ハ
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
古
）

聞
人
も
心
の
ど
け
き
春
の
日
の
光
に
出
る
鶯
の
声
（
句
＊
権
大
納
言
局
）

久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
は
な
の
ち
る
ら
ん
（
句
＊
紀
友
則
）

青
葉
ま
で
見
れ
ば
心
の
と
ま
る
哉
散
に
し
花
の
名
残
と
思
ヘ
バ
（
句
＊
西
行
）

散
残
る
花
か
あ
ら
ぬ
か
夏
山
の
青
葉
の
下
に
か
ゝ
る
白
雲
（
句
＊
経
継
）

サ
月
待
花
橘
ノ
香
ヲ
カ
ゲ
バ
昔
ノ
人
ノ
袖
ノ
香
ゾ
ス
ル
（
寿
＊
古
今
、
野
＊
、
鉄
、
な
、
句

＊
、
拾
＊
）

郭
公
花
橘
ノ
香
ヲ
ト
メ
テ
鳴
ハ
昔
ノ
人
ヤ
恋
シ
キ
（
寿
、
な
）

む
か
し
を
ば
花
た
ち
ば
な
の
な
か
り
せ
ば
何
に
つ
け
て
か
お
も
ひ
出
ま
し
（
文
＊
後
拾
遺
）

色
ヨ
リ
モ
カ
コ
ソ
哀
ト
ヲ
モ
ホ
ユ
レ
誰
袖
フ
レ
シ
宿
ノ
梅
モ
ゾ
（
寿
、
鉄
）

梅
ノ
花
ア
カ
ヌ
色
カ
モ
昔
ニ
テ
同
ジ
カ
タ
ミ
ノ
春
ノ
夜
ノ
月
（
寿
、
野
、
な
、
古
）

梅
花
誰
カ
袖
フ
レ
シ
匂
ヒ
ゾ
ト
春
ヤ
昔
ノ
月
ニ
ト
ハ
ヾ
ヤ
（
寿
）

梅
ガ
香
ニ
昔
ヲ
ト
ヘ
バ
春
ノ
月
コ
タ
ヘ
ヌ
影
ゾ
袖
ニ
ウ
ツ
セ
ル
（
寿
、
句
＊
新
古
今
家
隆
）

ね
や
ち
か
き
梅
の
匂
ひ
に
あ
さ
な
〳
〵
あ
や
な
く
恋
の
ま
さ
る
比
か
な
（
文
＊
後
拾
遺
）

山
吹
の
花
色
衣
ぬ
し
や
た
れ
と
へ
ど
こ
た
へ
ぬ
く
ち
な
し
に
し
て
（
古
＊
遍
照
）

ふ
り
ぬ
れ
ど
よ
し
野
の
川
ハ
そ
こ
き
よ
ミ
き
し
の
山
ぶ
き
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
句
＊
新
勅
俊

成
）
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見
て
も
猶
お
ぼ
つ
か
な
き
ハ
春
の
夜
の
霞
の
間
に
さ
け
る
ふ
じ
波
（
句
＊
和
泉
式
部
）

我
宿
の
花
見
が
て
ら
に
く
る
ひ
と
は
ち
り
な
ん
後
や
恋
し
か
ら
ま
し
（
句
＊
古
今
躬
恒
、
文

＊
）

う
き
し
づ
み
ね
の
ミ
な
か
る
ゝ
あ
や
め
ぐ
さ
か
ゝ
る
恋
路
と
人
も
し
ら
ぬ
に
（
文
＊
狭
衣
）

昨
日
こ
そ
さ
な
へ
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に
い
な
葉
も
そ
よ
と
秋
風
ぞ
ふ
く
（
野
＊
躬
恒
、
鉄
、

な
、
古
、
磐
＊
、
句
＊
「
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
」）

マ
ダ
宵
ニ
ウ
チ
キ
テ
タ
ヽ
ク
水
鶏
哉
タ
ガ
門
指
テ
入
ヌ
ナ
ル
ラ
ン
（
寿
、
野
、
鉄
、
な
、
磐
、

拾
）

よ
も
す
が
ら
は
か
な
く
た
ゝ
く
水
鶏
哉
さ
せ
り
と
も
な
き
柴
の
か
り
や
を
（
句
＊
金
葉
源
雅

光
）

シ
ヅ
ノ
ヲ
ガ
垣
ネ
ニ
ウ
ツ
ル
カ
ヤ
リ
火
ニ
ス
ヾ
ミ
ワ
ヅ
ラ
フ
夕
マ
暮
哉
（
寿
）

夏
な
れ
ば
宿
に
ふ
す
ぶ
る
か
や
り
火
の
い
つ
ま
で
我
身
下
も
え
に
せ
ん
（
野
＊
古
今
、
磐
＊
、

句
＊
）

し
づ
の
お
が
け
ぶ
り
い
ぶ
せ
き
蚊
遣
火
に
す
ゝ
け
ぬ
物
は
ゆ
ふ
か
ほ
の
は
な
（
野
＊
拾
遺
風
体

抄
慈
鎮
歌
、
鉄
、
な
、
句
＊
、
拾
＊
）

賀
茂
川
ノ
ミ
ナ
ソ
コ
清
テ
照
月
ヲ
行
テ
ミ
ン
ト
ヤ
夏
ハ
ラ
ヘ
ス
ル
（
寿
＊
後
撰
、
野
＊
、
鉄
、

な
、
磐
＊
、
句
＊
）

草
の
上
の
露
と
る
け
さ
の
玉
づ
さ
に
軒
端
の
梶
は
も
と
つ
葉
も
な
し
（
文
＊
新
勅
撰
、
拾
＊
）

秋
萩
の
し
た
葉
色
づ
く
今
よ
り
や
独
あ
る
人
の
い
ね
が
て
に
す
る
（
文
＊
古
今
）

此
ご
ろ
の
暁
露
に
わ
が
や
ど
の
萩
の
下
葉
ぞ
色
づ
き
に
け
る
（
文
＊
拾
遺
人
丸
）

な
つ
衣
い
と
ゞ
涙
に
そ
ぼ
ち
つ
ゝ
お
ぼ
し
き
こ
と
も
い
は
で
き
に
け
り
（
文
＊
元
真
集
、
拾

＊
）

玉
マ
ツ
ル
年
ノ
終
ニ
成
ニ
ケ
リ
今
日
ニ
ヤ
又
モ
ア
ハ
ン
ト
ス
ラ
ン
（
寿
、
野
＊
曽
禰
好
忠
歌
拾

遺
、
鉄
、
な
、
古
＊
、
磐
＊
、
句
＊
、
拾
＊
）

な
き
人
の
く
る
夜
と
き
け
ど
君
も
な
し
わ
が
す
む
宿
や
玉
な
し
の
里
（
文
＊
和
泉
式
部
）

い
か
に
ね
て
お
く
る
あ
し
た
に
い
ふ
事
ぞ
昨
日
を
こ
そ
と
今
日
を
こ
と
し
と
（
句
＊
後
拾
遺
小

大
君
）

春
た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ
山
も
か
す
ミ
て
け
さ
は
見
ゆ
ら
ん
（
文
＊
拾
遺
集
忠

岑
）

け
ふ
に
明
て
き
の
ふ
に
似
ぬ
は
ミ
な
人
の
心
に
は
る
の
た
ち
に
け
ら
し
な
（
文
＊
玉
葉
集
貫

之
）

門
松
を
い
と
な
ミ
た
つ
る
其
ほ
ど
に
春
明
か
た
に
夜
や
な
り
ぬ
ら
ん
（
文
＊
堀
川
百
首
、
拾

＊
）

【
第
二
十
段
】

世
ノ
ウ
キ
メ
ミ
ヘ
ヌ
山
路
ヘ
イ
ラ
ン
ニ
ハ
思
フ
人
コ
ソ
ホ
ダ
シ
成
ケ
レ
（
寿
＊
古
今
、
野
＊
、

鉄
＊
、
な
＊
、
古
＊
、
磐
、
句
＊
、
文
＊
）

三　

各
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
の
比
較
考
察

　

以
上
の
「
引
歌
一
覧
」
を
分
析
す
れ
ば
、
各
種
の
徒
然
草
の
注
釈
書
に
お
け
る
第
二
十
段
ま

で
の
引
歌
の
認
定
状
況
、
お
よ
び
引
歌
の
継
承
状
況
が
わ
か
る
の
で
、
章
段
順
に
注
目
す
べ
き

引
歌
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
に
、
引
歌
の
考
察
だ
け
で
な
く
、
各
注
釈
書
の
注
釈
態

度
の
特
徴
に
も
、
適
宜
言
及
し
た
い
。
考
察
の
中
で
、
各
注
釈
書
の
書
名
は
、
先
に
列
挙
し
た

近
世
前
期
の
注
釈
書
の
番
号
で
替
え
る
場
合
も
あ
る
。

１　

序
段
か
ら
第
二
段
ま
で
の
引
歌
の
比
較
検
討

【
序
段
】　

ま
ず
、
序
段
の
引
歌
で
あ
る
が
、
四
首
と
も
、
⑥
⑦
⑧
の
諸
注
釈
書
は
こ
れ
ら
の
和

歌
を
挙
げ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
磐
斎
抄
』『
句
解
』

『
文
段
抄
』
は
、
序
段
に
書
か
れ
て
い
る
「
日
く
ら
し
」「
そ
こ
は
か
と
な
く
」「
硯
に
向
か
ふ
」

と
い
う
表
現
の
背
後
に
、
引
歌
を
認
め
て
い
な
い
。
徒
然
草
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
と
り
わ
け

『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
の
二
書
の
影
響
力
は
大
き
く
、
こ
れ
ら
に
出
て
来
る
注
釈
は
、
ほ

ぼ
す
べ
て
が
後
世
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、
序
段
か
ら
し
て
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

【
第
一
段
】　

第
一
段
「
い
で
や
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
は
」
は
、
徒
然
草
が
全
般
的
に
簡
潔
な
短

い
章
段
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
か
な
り
長
く
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
段
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
四
首
し
か
引
歌
の
指
摘
が
な
い
の
は
意
外
な
感
が
す
る
。
ほ
ん
の
短
い
一
文
か
ら
な
る

序
段
の
引
歌
と
同
じ
数
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
は
ふ
れ
に
た
れ
ど
」「
な
ま
め
く
」「
ひ
た
ぶ
る
」
の
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
首
挙
げ
ら
れ

て
い
る
引
歌
は
、
す
べ
て
①
②
③
④
⑤
の
各
注
釈
書
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ

こ
で
も
序
段
の
場
合
と
同
様
に
、『
磐
斎
抄
』『
句
解
』『
文
段
抄
』
は
引
歌
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、

こ
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
、
引
歌
を
指
摘
す
る
こ
と
が
極
端
に
少
な
い
の
は
、
と
り
わ
け
『
磐
斎

抄
』
と
『
文
段
抄
』
に
顕
著
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
文
段
抄
』
だ
け
が
、
第
一
段
の
発
語
で
あ
る
「
い
で
や
」
に
つ
い
て
、
引
歌
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
注
釈
書
で
は
、「
い
で
や
」
と
い
う
語
句
が
発
語
・

発
端
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
注
し
て
い
る
が
、
関
連
す
る
和
歌
は
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
の
中
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に
あ
っ
て
『
文
段
抄
』
は
、「
い
で
や
と
は
、
源
氏
な
ど
に
お
ほ
き
詞
也
。
発
語
の
詞
と
い
へ

り
。
何
成
と
も
其
事
を
い
は
ん
と
て
ま
づ
い
へ
る
詞
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
詳
し
く
こ
の
言

葉
の
意
味
内
容
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、「
我
を
の
み
お
も
ふ
と
い
は
ゞ
あ
る

べ
き
に
い
で
や
心
は
お
ほ
ぬ
さ
に
し
て
、
と
歌
に
も
よ
め
り
」
と
書
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
一
段
の
注
釈
で
、
他
書
が
「
か
け
ず
」
と
い
う
言
葉
の
語
釈
と
し
て
「
度
量
な
ら

ぬ
意
也
」（『
寿
命
院
抄
』）
の
よ
う
に
、
ご
く
簡
単
に
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
文
段
抄
』

は
、「
か
け
ず
け
を
さ
る
ゝ
」
と
い
う
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
言
葉
全
体
の
意
味
を
詳
し
く
わ
か

り
や
す
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
あ
た
り
の
原
文
の
意
味
を
「
あ
ま
た
友
な
ひ
た
ち

な
ら
ぶ
人
中
に
て
、
た
と
ひ
位
貴
く
容
も
よ
く
心
さ
ま
よ
き
人
と
て
も
、
こ
の
ひ
と
は
、
無
学

に
て
才
智
な
き
と
い
ふ
に
な
れ
ば
、
威
勢
も
お
の
づ
か
ら
く
ら
べ
ぐ
る
し
く
、
け
を
さ
る
ゝ

は
、
ほ
い
な
き
事
ぞ
と
也
」
と
い
う
ふ
う
に
、
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語

釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
意
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
『
文
段
抄
』
の
特
徴
と
言
っ
て
よ
く
、
随

所
に
見
ら
れ
る
。
今
引
用
し
た
書
き
方
の
よ
う
に
、
文
末
を
「
と
也
」
と
か
「
と
の
心
也
」
な

ど
と
結
ん
で
い
る
箇
所
が
、
季
吟
の
解
説
文
な
の
で
あ
る
。

【
第
二
段
】　

こ
の
段
に
つ
い
て
は
、『
句
解
』
だ
け
が
、
定
家
の
和
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ

し
、「
と
こ
ろ
せ
き
」
と
い
う
表
現
は
徒
然
草
と
共
通
す
る
が
、
兼
好
が
定
家
の
歌
の
表
現
を

意
識
し
て
、
こ
の
段
で
使
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
引
歌
と
い
う
よ
り

も
、
あ
く
ま
で
も
「
参
考
歌
」
程
度
の
指
摘
で
あ
る
が
、
以
後
の
章
段
に
お
い
て
も
、『
句
解
』

は
、
他
書
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
和
歌
を
挙
げ
る
傾
向
が
あ
る
。

２　

第
三
段
の
引
歌
か
ら
見
え
て
く
る
『
源
氏
物
語
』
と
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論

【
第
三
段
】　

第
三
段
の
引
歌
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
恋
せ
ず
は
人
は
心
の
な
か
ら
ま
し
も
の
ゝ
あ
は
れ
も
こ
れ
よ
り
ぞ

し
る
」
と
い
う
歌
が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
第
三
段
の
「
大
意
」
の
末
尾
に
、「
此
段
は
此
う

た
を
も
つ
て
見
る
べ
し
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
古
今
抄
』
の
「
色

こ
の
ま
ざ
ら
ん
」
の
語
注
で
は
「
俊
成
の
う
た
に
」
と
出
典
も
明
示
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
第
三
段
ま
で
に
引
歌
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
磐
斎
抄
』
と
『
文
段
抄
』

が
、
揃
っ
て
「
恋
せ
ず
は
」
の
歌
を
引
い
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
よ
う
。

　
『
句
解
』
で
は
、
こ
の
段
の
注
釈
の
末
尾
に
「
恋
せ
ず
は
」
の
歌
を
挙
げ
て
、「
引
合
見
る
べ

し
」
と
結
ん
で
い
る
。『
句
解
』
は
、
先
に
、
第
二
段
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
徒
然

草
の
注
釈
書
の
中
で
、
引
歌
を
挙
げ
る
こ
と
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
第
三
段
で

は
、
他
に
も
独
自
の
例
歌
と
し
て
、
万
葉
集
の
「
い
け
ど
〳
〵
」
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
ち
な

み
に
こ
の
歌
は
、
今
回
、
対
象
と
し
た
他
の
注
釈
書
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。『
句
解
』
は
、

第
三
段
以
降
の
引
歌
も
、
他
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
歌
を
示
す
こ
と
が
多
く
、
独
自
の
視
点
か

ら
の
注
釈
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
、『
句
解
』
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
留
意
し

た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
恋
せ
ず
は
」
の
歌
は
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
に

挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
松
永
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
初
め
て
の
指
摘
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

そ
の
後
、
こ
の
歌
を
取
り
上
げ
た
中
に
、
加
藤
磐
斎
と
北
村
季
吟
と
い
う
、
と
も
に
貞
徳
の
弟

子
で
あ
っ
た
和
学
者
が
い
た
こ
と
は
、
大
い
に
関
連
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
貞
徳
か
ら
の
師

説
と
し
て
、
こ
の
二
人
が
注
釈
書
に
書
き
入
れ
た
と
い
う
背
景
を
、
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
実
際
、
北
村
季
吟
の
『
文
段
抄
』
で
は
、
第
三
段
の
注
釈
の
冒
頭
に
『
な
ぐ
さ
み

草
』
の
大
意
を
引
用
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、『
文
段
抄
』
の
注
釈
の
書
き
方
で
、
と
り
わ
け
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と

思
う
の
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
大
意
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
「
源
氏
物
語
一
部
の
趣
向
、
此

段
に
有
」
と
い
う
言
葉
が
、
俊
成
の
「
恋
せ
ず
は
」
の
歌
の
引
用
の
直
前
に
出
て
く
る
こ
と
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
一
方
で
、
同
じ
貞
徳
門
下
の
『
磐
斎
抄
』
は
、
俊
成
の
歌
は
引
用
し
て

い
る
が
、
こ
の
言
葉
は
書
い
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
体
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
第
三
段
に
対
す
る
『
文
段
抄
』
の
注
釈
を
、

も
う
少
し
詳
し
く
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
「
よ
ろ
づ
に
い
み
じ
く
と
も
、
色
こ
の
ま
ざ
ら
ん

男
ハ
、
い
と
さ
う
ざ
う
し
く
玉
の
巵
の
当
な
き
こ
ゝ
ち
ぞ
す
べ
き
」
と
い
う
徒
然
草
の
第
三
段

の
冒
頭
の
一
文
が
書
か
れ
、
最
初
に
「
逍
遥
軒
云
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
大
意
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
が
、
そ
の
中
で
大
意
の
冒
頭
の
、「
君
子
に
三
の

い
ま
し
め
あ
り
。
若
き
時
は
色
に
あ
り
と
文
宣
王
も
の
た
ま
へ
ば
」
の
部
分
は
カ
ッ
ト
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
意
で
は
俊
成
の
歌
を
掲
げ
る
直
前
に
、「
た
と
へ
ば
、
良
医
の
虫
薬
を
の
ま
せ

ん
と
て
は
、
さ
た
う
を
さ
き
へ
の
ま
す
る
が
ご
と
し
」
と
あ
る
が
、
季
吟
は
こ
の
一
文
を
ま
る

ご
と
カ
ッ
ト
し
て
、
そ
の
替
わ
り
に
、「
源
氏
物
語
一
部
の
趣
向
、
此
段
に
有
」
と
い
う
一
文

を
挿
入
し
て
か
ら
、
再
び
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
大
意
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と

を
書
き
、
俊
成
の
歌
を
引
用
し
て
、「
此
段
は
、
此
歌
を
も
つ
て
し
る
べ
し
と
も
い
へ
り
」
と

結
ん
で
い
る
。
こ
こ
ま
で
全
体
が
、「
逍
遥
軒
云
」
の
内
容
で
あ
る
と
締
め
括
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
自
体
に
は
、「
源
氏
物
語
一
部
の
趣
向
、
此
段
に
有
」
と
い
う
言
葉
は
な
く

と
も
、
講
義
の
中
で
実
際
に
貞
徳
が
発
言
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
同
門
の
弟
子
で
あ
る

加
藤
磐
斎
は
、
こ
の
言
葉
を
『
徒
然
草
抄
』
に
書
い
て
い
な
い
。「
源
氏
物
語
一
部
の
趣
向
、

此
段
に
有
」
は
、
北
村
季
吟
だ
け
が
聞
い
た
言
葉
な
の
か
、
そ
れ
と
も
季
吟
自
身
の
考
え
の
可
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能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
『
文
段
抄
』
の
第
三
段
の
注
釈
の
中
に
こ
の
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
自
体

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、「
恋
せ
ず
は
人
は
心
の
な
か
ら
ま
し
も
の
の
あ
は

れ
も
こ
れ
よ
り
ぞ
し
る
」
と
い
う
歌
（『
文
段
抄
』
で
は
、「
心
も
」）
が
「
も
の
の
あ
は
れ
」

と
「
恋
」
を
つ
よ
く
結
び
付
け
た
歌
と
し
て
著
名
な
ば
か
り
で
な
く
、
な
に
よ
り
も
『
源
氏
物

語
』
の
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
後
に
、
本
居
宣
長
が
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
一
言
を

前
面
に
押
し
出
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宣
長
の
心
に
、『
源
氏
物
語
』
全
体
を
覆
う
言
葉
と
し
て
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
が
ひ
ら
め
い

た
時
、
そ
の
ひ
ら
め
き
は
、
宣
長
本
人
さ
え
気
づ
か
な
い
意
識
の
深
層
で
、
か
つ
て
読
ん
だ
北

村
季
吟
の
『
徒
然
草
文
段
抄
』
の
こ
の
箇
所
が
、
な
か
っ
た
か
ど
う
か
…
…
。

　

し
か
も
、
季
吟
が
こ
の
あ
た
り
の
徒
然
草
の
注
釈
で
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
『
源
氏
物
語
』

を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
捉
え
つ
つ
、
そ
れ
と
徒
然
草
の
世
界
と
を
関
連
づ
け
な
が
ら
説
く
の
は
、
今

引
用
し
た
部
分
に
限
ら
な
い
。
第
三
段
の
「
露
霜
に
し
ほ
た
れ
て
」
か
ら
「
ま
ど
ろ
む
夜
な
き

こ
そ
を
か
し
け
れ
」
の
部
分
、
す
な
わ
ち
『
文
段
抄
』
の
節
の
区
切
り
で
言
う
な
ら
、
第
三
段

の
第
二
節
の
注
釈
で
も
、
再
び
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　
　

 　

季
云
、
色
好
む
人
の
あ
り
さ
ま
の
、
露
霜
と
い
ふ
よ
り
以
下
の
体
を
、
愛
し
、
い
へ
る

詞
也
。
和
歌
の
道
に
ハ
、
春
夏
秋
冬
恋
雑
と
六
つ
の
道
を
た
て
ゝ
、
も
て
あ
そ
ぶ
中
に
、

人
の
こ
ゝ
ろ
を
や
ハ
ら
げ
、
も
の
ゝ
あ
ハ
れ
を
し
ら
し
む
る
事
も
、
恋
路
に
し
く
ハ
な

し
。
誠
に
、
貴
賤
老
少
鳥
獣
の
上
ま
で
も
生
あ
る
も
の
ゝ
心
に
は
な
れ
ぬ
わ
ざ
な
れ
バ
、

四
季
の
次
に
必
此
題
を
出
し
て
よ
み
く
ち
ず
さ
び
侍
る
事
、
外
の
道
に
ハ
い
ま
だ
聞
こ
え

ざ
れ
バ
、
和
国
の
道
の
奇
特
な
る
べ
し
。
兼
好
も
歌
人
に
て
有
け
れ
バ
、
か
や
う
に
か
け

る
に
て
侍
ら
ん
。
彼
俊
成
卿
の
歌
を
も
ち
て
此
段
を
こ
と
ハ
ら
れ
た
る
師
説
も
面
白
く
、

捨
て
が
た
き
事
な
る
べ
し
。

　

こ
こ
で
「
も
の
ゝ
あ
ハ
れ
を
し
ら
し
む
る
事
も
、
恋
路
に
し
く
ハ
な
し
」
と
述
べ
、「
兼
好

も
歌
人
に
て
有
け
れ
ば
」
と
指
摘
し
、「
彼
俊
成
卿
の
歌
を
も
ち
て
此
段
を
こ
と
ハ
ら
れ
た
る

師
説
も
面
白
く
、
捨
て
が
た
き
事
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
『
文
段
抄
』
を
読
む
者

の
心
に
は
、
お
の
ず
と
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
刻
印
さ
れ
よ
う
。

　

し
か
も
、
北
村
季
吟
は
さ
ら
に
続
け
て
第
四
段
の
注
で
も
、
再
び
『
源
氏
物
語
』
に
触
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
段
の
注
釈
の
最
初
に
、「
貞
徳
云
」
と
書
い
て
、『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
大
意
を
引
用
す
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
、「
前
の
段
に
、
好
色
の
か
た
う
ど
ゝ
な
り

た
る
や
う
の
事
か
き
た
る
次
に
、
は
や
此
段
を
か
き
て
見
せ
ら
れ
し
も
又
源
氏
物
語
一
部
、
好

色
の
事
を
か
き
な
が
ら
、
下
に
は
出
離
生
死
の
な
か
だ
ち
な
る
べ
き
心
ば
へ
あ
る
に
、
お
の
づ

か
ら
似
か
よ
ひ
侍
る
に
や
」
と
い
う
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
三
段
の
大
意
に
は
な
い
文
章
が
入

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

北
村
季
吟
は
、
徒
然
草
の
第
三
段
と
第
四
段
を
連
続
読
み
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
を

「
源
氏
物
語
一
部
」
つ
ま
り
『
源
氏
物
語
』
の
全
体
像
と
響
映
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
読
み
方
は
、
加
藤
磐
斎
に
は
な
い
こ
と
で
、『
磐
斎
抄
』
で
は
、
第
四
段
の
注
釈
で
、

『
源
氏
物
語
』
と
引
き
合
わ
せ
て
読
み
解
く
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

　

以
上
、
徒
然
草
第
三
段
か
ら
第
四
段
に
か
け
て
の
『
文
段
抄
』
の
注
釈
態
度
に
注
目
す
れ

ば
、
徒
然
草
と
『
源
氏
物
語
』
は
、
藤
原
俊
成
の
和
歌
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
も

の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
点
で
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
抜
い
た
北
村
季
吟
の
眼
力
に
は
感
服

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
居
宣
長
が
『
源
氏
物
語
』
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
一
言
を
し
っ
か
り
と
摑
み
取
っ
た
道
筋
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
徒
然
草
の
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
の
検
討
か
ら
た
だ
ち
に
、
宣
長
の
「
も
の
の

あ
は
れ
論
」
の
淵
源
を
徒
然
草
に
求
め
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と

も
『
源
氏
物
語
』
を
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
書
と
し
て
把
握
し
た
先
蹤
と
し
て
、
北
村
季
吟
、

ひ
い
て
は
季
吟
の
師
匠
で
あ
る
松
永
貞
徳
の
存
在
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

わ
た
く
し
は
、
従
来
か
ら
、
徒
然
草
の
第
七
段
や
第
十
九
段
に
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
言

う
言
葉
が
何
度
か
出
て
来
る
こ
と
を
印
象
深
く
思
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
段
は
、
徒
然
草
の
全

体
か
ら
見
て
も
冒
頭
部
に
位
置
す
る
た
め
、
読
者
の
目
に
着
き
や
す
い
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
と
、
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論
の
形
成
と
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
繫
が
り
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
今
回
、
徒
然
草
の
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
を

詳
し
く
調
べ
る
過
程
で
、
徒
然
草
の
本
文
自
体
に
は
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
言
う
言
葉
が
出
て

い
な
い
第
三
段
や
第
四
段
の
背
後
に
、
北
村
季
吟
が
『
源
氏
物
語
』
の
全
体
像
を
透
視
し
、
そ

れ
を
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
一
言
で
括
り
出
し
て
い
た
こ
と
に
、
気
づ
い
た
。

　

宣
長
が
『
源
氏
物
語
』
の
中
に
見
出
し
た
「
も
の
の
あ
は
れ
」
は
、
季
吟
の
『
徒
然
草
文
段

抄
』
を
一
つ
の
母
胎
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

３　

第
七
段
か
ら
第
二
十
段
ま
で
の
引
歌
の
比
較
検
討

【
第
七
段
】　

さ
て
、
第
三
段
の
引
歌
を
め
ぐ
る
考
察
は
以
上
で
締
め
括
り
、
次
に
第
七
段
に
進

も
う
。
第
七
段
は
、
諸
注
に
よ
っ
て
八
首
の
引
歌
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
一
つ
、
大

き
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
八
首
す
べ
て
が
『
野
槌
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
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る
歌
で
あ
り
、『
野
槌
』
に
先
行
す
る
『
寿
命
院
抄
』
の
時
点
で
の
指
摘
は
、
そ
の
う
ち
の
二

首
に
と
ど
ま
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
第
七
段
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
異
な
り
、
引
歌
の
指
摘
は
、
ほ
と
ん

ど
が
『
野
槌
』
由
来
な
の
で
あ
る
。
こ
の
後
の
章
段
で
も
、『
野
槌
』
に
よ
る
引
歌
の
指
摘
は

多
く
、
こ
の
こ
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。
儒
学
者
で
あ
る
林
羅
山
に
よ
る
注
釈
な
の
で
、
徒
然
草

の
表
現
の
背
後
に
、
漢
籍
か
ら
の
引
用
を
発
見
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
そ
の
ま
ま
頷
か
れ
る
の

だ
が
、
和
歌
の
指
摘
が
こ
れ
程
多
い
の
は
、
従
来
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　

わ
た
く
し
は
か
つ
て
、『
野
槌
』
に
お
け
る
和
歌
・
和
学
に
つ
い
て
、
和
歌
関
係
の
表
現
や

語
句
な
ど
に
新
た
な
注
釈
を
付
け
て
い
る
箇
所
に
注
目
し
て
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
り
、
羅

山
は
か
な
り
和
歌
に
詳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
、
第
百
二
十
四
段
・
第
百
三
十
七

段
・
第
百
三
十
八
段
・
第
百
三
十
九
段
を
挙
げ
て
、
多
少
の
考
察
を
試
み
た）
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。
そ
の
推
論
が
、

今
回
の
第
二
十
段
ま
で
の
引
歌
の
調
査
の
結
果
の
考
察
か
ら
も
補
強
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
第
七
段
は
、『
寿
命
院
抄
』
で
は
、
二
首
し
か
挙
げ
て
い
な
か
っ
た

引
歌
を
、『
野
槌
』
が
新
た
に
六
首
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。『
野
槌
』
は
、

以
下
の
章
段
で
も
、
和
歌
を
博
捜
し
て
挙
げ
て
お
り
、
儒
学
者
で
あ
る
林
羅
山
は
、
和
歌
に
関

す
る
幅
広
い
教
養
の
持
ち
主
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

【
第
九
段
】　

第
九
段
の
引
歌
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
『
寿
命
院
抄
』
で
早
く
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
が
、
そ
れ
に
続
く
『
野
槌
』『
鉄
槌
』『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
踏
襲
さ
れ
る
点

で
、
今
回
の
引
歌
の
分
布
状
況
の
全
体
的
な
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
。

【
第
十
一
段
か
ら
第
十
八
段
】　

次
に
第
十
一
段
か
ら
第
十
八
段
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
段

は
、
今
ま
で
の
段
と
異
な
る
特
徴
的
な
傾
向
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
、
一
括
し
て
考
察
し

た
い
。
ま
ず
、
第
十
一
段
か
ら
第
十
八
段
ま
で
の
引
歌
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
引
歌
を
掲
げ
て

い
な
か
っ
た
『
句
解
』『
磐
斎
抄
』『
文
段
抄
』
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歌
を
掲
げ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
他
書
に
は
出
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
磐
斎
抄
』
と

『
文
段
抄
』
は
、
ど
ち
ら
も
引
歌
を
ほ
と
ん
ど
挙
げ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
、
徒
然
草
の
語
句
や

文
脈
の
意
味
を
詳
し
く
嚙
み
砕
い
て
説
明
す
る
と
い
う
注
釈
態
度
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
具
体
的
に
、
各
注
釈
書
の
引
歌
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
磐
斎
抄
』
は
、
第
十
一

段
で
他
書
に
見
え
な
い
千
載
和
歌
集
の
「
岩
そ
ゝ
ぐ
水
よ
り
ほ
か
に
音
せ
ね
ば
こ
ゝ
ろ
ひ
と
つ

を
す
ま
し
て
ぞ
き
く
」
を
挙
げ
、
第
十
三
段
で
も
、
や
は
り
他
書
に
み
え
な
い
歌
を
二
首
挙
げ

て
い
る
。
ど
ち
ら
も
「
昔
の
人
に
逢
う
」
と
い
う
意
味
の
歌
で
あ
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
と

い
う
出
典
を
示
し
て
い
る
歌
の
他
に
、「
と
じ
を
き
し
枕
草
子
の
う
へ
に
こ
そ
昔
の
人
の
夢
も

み
え
け
れ
」
と
い
う
出
典
未
詳
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
枕
草
子
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ

こ
で
は
枕
辺
に
置
く
草
紙
類
と
い
う
普
通
名
詞
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』

も
思
わ
せ
て
興
味
深
い
。

　

ま
た
、『
磐
斎
抄
』
と
『
文
段
抄
』
の
二
書
だ
け
が
引
く
歌
も
あ
る
。
第
十
五
段
の
「
ま
こ

も
か
る
み
づ
の
み
ま
き
の
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
ね
ぬ
に
め
さ
ま
す
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な
」、
第
十
八
段
の

「
さ
ゞ
な
み
や
し
が
の
う
ら
風
い
か
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
の
す
ゞ
し
か
る
ら
ん
」
の
二
首
で

あ
る
。「
さ
ゞ
な
み
や
」
の
歌
は
徒
然
草
の
「
い
か
ば
か
り
心
の
う
ち
涼
し
か
り
け
ん
」
と
い

う
表
現
と
の
一
致
度
が
高
い
歌
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
採
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の

歌
は
、
ど
ち
ら
も
、
彼
ら
の
師
匠
で
あ
る
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
出
て
い
な
い
。

　

次
に
『
句
解
』
を
見
て
み
る
と
、
第
十
一
段
の
引
歌
「
思
ひ
や
れ
と
ふ
人
も
な
き
山
里
の
か

け
ひ
の
水
の
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
さ
を
」
は
、
先
の
「
引
歌
一
覧
」
で
は
、『
句
解
』
だ
け
に
し
か
引

か
れ
て
い
な
い
が
、
現
代
の
徒
然
草
注
釈
書
に
お
い
て
、
こ
の
歌
が
引
か
れ
る
こ
と
が
あ
る）
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高
階
楊
順
の
「
選
歌
眼
」
が
、
現
代
に
も
通
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、『
句
解
』
は
、
第
三
段
で
は
「
た
は
れ
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
た
り
、

第
五
段
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
橋
姫
巻
に
、
第
十
九
段
で
は
玉
鬘
巻
に
言
及
す
る
な
ど
、
徒
然

草
の
表
現
の
背
景
に
『
源
氏
物
語
』
を
透
視
す
る
こ
と
が
目
立
つ
。

　
『
文
段
抄
』
が
独
自
に
指
摘
す
る
引
歌
は
、
第
十
一
段
に
二
首
、
第
十
四
段
に
三
首
、
第
十

六
段
に
一
首
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
歌

は
今
回
取
り
上
げ
た
他
の
注
釈
書
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
四
段
の
注
で
季

吟
は
、
兼
好
の
歌
人
と
し
て
の
学
識
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
お
の
ず
と
引
歌
も
博
捜
し
て
、

兼
好
の
表
現
の
背
後
を
探
索
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
季
吟
は
、
こ
れ
ま
で
諸
注
で
ず
っ
と
踏
襲
さ
れ
て
き
た
『
梁
塵
秘
抄
』
に
関
す
る
注
の

誤
り
を
正
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
注
釈
書
『
寿
命
院
抄
』
以
来
、『
磐
斎
抄
』
も

『
句
解
』
も
含
め
て
、『
文
段
抄
』
以
前
は
す
べ
て
、『
梁
塵
秘
抄
』
を
「
後
鳥
羽
院
の
編
著
」

と
し
て
き
た
の
だ
が
、
北
村
季
吟
が
初
め
て
『
文
段
抄
』
の
中
で
、「
後
白
河
院
の
編
著
」
で

あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
従
来
の
誤
り
を
正
し
た
の
だ
っ
た
。

【
第
十
九
段
と
第
二
十
段
】　

以
上
の
比
較
検
討
を
経
て
、
今
回
の
考
察
で
最
も
引
歌
が
多
か
っ

た
第
十
九
段
と
第
二
十
段
を
考
察
し
た
い
。
第
十
九
段
は
、
序
段
以
来
、
最
も
長
い
章
段
で
あ

り
、
内
容
も
四
季
の
変
化
を
連
続
的
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
、
表
現
の
背
後
に
お
の
ず
と
和

歌
的
な
世
界
が
揺
曳
し
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
順
に
引
歌
を
考
察
し
て
、
い
く
つ
か
の
新
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
第

十
九
段
の
引
歌
を
見
て
ゆ
く
と
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
特
徴
の
ま
と
め
も
か
ね
て
、
各
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
の
分
布
状

況
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
注
釈
書
で
指
摘
さ
れ
た
歌
が
、
他
の
注
釈
書
で
ど
の
程
度
踏
襲
さ
れ
て
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い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
逆
に
他
書
に
は
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
独
自
歌
に
注
目
し
た
い
。
そ
の

よ
う
な
視
点
を
設
定
す
る
と
、
以
下
の
三
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

第
一
に
、
最
初
の
注
釈
書
『
寿
命
院
抄
』
で
指
摘
さ
れ
た
歌
は
、
そ
の
後
も
各
書
に
踏
襲
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
、
踏
襲
し
な
い
注
釈
書
と
し
て
『
文
段
抄
』
の
存
在

が
浮
上
す
る
。
た
と
え
ば
、「
引
歌
一
覧
」
に
挙
げ
た
第
十
九
段
お
よ
び
第
二
十
段
と
関
わ
る

歌
で
、
注
釈
書
に
引
用
さ
れ
る
度
合
い
が
大
き
い
「
サ
月
待
つ
」「
昨
日
こ
そ
」「
賀
茂
川
ノ
」

「
玉
マ
ツ
ル
」
な
ど
を
、『
文
段
抄
』
は
挙
げ
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
引
歌
を
挙
げ
る
こ
と
が
全
般
に
少
な
い
『
磐
斎
抄
』『
句
解
』『
文
段
抄
』
は
、
そ

れ
ら
が
独
自
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
が
、
他
書
に
継
承
さ
れ
な
い
傾
向
が
強
い
。
た
と
え
ば
、

第
十
九
段
で
、『
文
段
抄
』
は
今
ま
で
に
な
く
数
多
く
の
引
歌
を
発
掘
し
、『
句
解
』
の
み
が
挙

げ
て
い
る
独
自
歌
も
多
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
歌
は
、
そ
の
後
の
注
釈
書
に
あ
ま
り
引
き

継
が
れ
て
い
な
い
。

　

第
三
に
、
第
十
九
段
の
注
釈
で
と
り
わ
け
『
文
段
抄
』
の
独
自
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
の
だ

が
、『
文
段
抄
』
は
こ
の
段
の
要
旨
を
ま
と
め
て
書
い
て
お
り
、
兼
好
の
散
文
執
筆
の
力
量
を

讃
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
季
吟
の
視
点
は
、
和
歌
表
現
の
枠
を
は
ず
し
て
徒
然
草
の
文
章
自

体
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、『
文
段
抄
』
に
お
け
る
引
歌
の

少
な
さ
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
引
歌
を
博
捜
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
表
現
の
ど
こ
に
で
も
和
歌
の
言
葉
を
見
出
す

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
徒
然
草
の
文
体
を
和
歌
の
表
現
に
よ
っ
て
評
価
す
る
と
い

う
方
向
性
を
持
た
せ
て
し
ま
う
傾
向
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
北
村
季
吟
は
そ
れ
に
対

し
て
、
従
来
の
徒
然
草
注
釈
書
の
枠
を
越
え
た
世
界
を
、
徒
然
草
の
表
現
の
中
に
見
出
そ
う
と

し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
姿
勢
は
、
第
十
九
段
を
第
百
三
十
七
段
「
花
は
盛
り

に
」
と
対
比
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、『
寿
命
院
抄
』
に
も

『
野
槌
』
に
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
第
二
十
段
ま
で
と
い
う
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
検
証
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
引
歌
の
指
摘
に
注
目
す
れ
ば
、
近
世
前
期
に
お
け
る
徒
然
草
の
注
釈
書
の
展
開
に
、
何
段

階
か
あ
り
、
注
釈
書
ご
と
に
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。

　
『
寿
命
院
抄
』
を
始
め
と
す
る
、『
野
槌
』『
鉄
槌
』『
な
ぐ
さ
み
草
』
ま
で
が
、
第
一
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
、
先
行
す
る
引
歌
を
摂
取
す
る
傾
向
が
近
い
。
こ
れ
は
、
引

歌
に
限
ら
な
い
こ
と
で
、
語
釈
な
ど
も
踏
襲
し
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
⑤
か
ら
⑧
ま
で
の
注
釈
書
に
な
る
と
、
注
釈
者
の
個
性
を
明
確
に
出
す
傾
向
が
強

く
な
り
、
引
歌
も
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
も
の
を
指
摘
す
る
例
が
目
立
っ
て
く
る
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
北
村
季
吟
の
『
文
段
抄
』
は
、
徒
然
草
に
お
け
る
章
段
相
互
の
照
ら
し

合
わ
せ
に
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
傾
向
は
『
磐
斎
抄
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
と
比
べ
て
も
ず
っ
と
多
い
。
ま
た
、
季
吟
の
場
合
は
他
の
注
釈
書
と
比
べ
て
、
徒
然

草
と
ぴ
た
り
と
一
致
し
な
く
て
も
、
全
体
の
雰
囲
気
が
似
て
い
る
歌
な
ど
も
含
め
て
挙
げ
て
い

る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
注
釈
態
度
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、

徒
然
草
と
『
源
氏
物
語
』
と
を
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
繫
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
観
点
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
評
価
で
き
よ
う
。

四　
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
文
段
抄
』
の
注
釈
ス
タ
イ
ル
の
輪
郭
が
あ
る
程
度
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
の
を
承
け
て
、
最
後
に
、
北
村
季
吟
に
よ
る
も
う
一
つ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
徒

然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度
に
考
察
を
進
め
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

　
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
の
人
と
仕

事
』
の
第
二
章
第
三
節
所
収
の
「『
徒
然
草
拾
穂
抄
』」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
野
村
氏
は
、「『
文

段
抄
』
と
『
拾
穂
抄
』
の
間
に
約
四
十
年
に
近
い
隔
た
り
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
説
に

お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
進
歩
の
あ
と
が
み
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
今
回
、
第
二
十
段
ま

で
の
注
釈
を
比
較
し
て
み
る
と
、
新
た
な
注
釈
上
の
工
夫
が
い
く
つ
か
あ
る
。
季
吟
の
『
文
段

抄
』
は
、
そ
れ
以
前
の
徒
然
草
を
め
ぐ
る
注
釈
書
の
一
つ
の
到
達
点
と
も
い
う
べ
き
、
質
量
と

も
に
充
実
し
た
注
釈
書
で
あ
る
が
、
季
吟
は
晩
年
に
、
ど
の
よ
う
に
自
分
自
身
で
評
価
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
季
吟
は
か
つ
て
の
著
作
『
文
段
抄
』
を
い
か
に
し
て
乗
り
越
え
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
た
の
か
。

　
『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度
の
本
質
を
示
す
と
思
わ
れ
る
変
化
が
あ
る
。『
文
段
抄
』
に

お
い
て
は
、
他
の
先
行
す
る
注
釈
書
と
異
な
る
引
歌
を
指
摘
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
で
は
、
多
く
の
他
の
注
釈
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
を
、

積
極
的
に
取
り
込
む
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
第
十
九
段
の
引
歌
と
し
て
、
先
に
見
た
よ
う
な
『
文
段
抄
』
で
独
自
に
指
摘
し

て
い
た
和
歌
を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
『
文
段
抄
』
で
は
載
せ
な
か
っ
た
他
書

の
引
歌
か
ら
、
水
鶏
の
歌
の
例
と
し
て
、「
ま
だ
宵
に
う
ち
き
て
た
ゝ
く
水
鶏
か
な
た
が
か
ど

さ
し
て
い
れ
ぬ
な
る
ら
ん
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
諸
注
で
は
ど
れ
も
挙
げ
て
い
る

の
に
『
文
段
抄
』
で
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
「
玉
ま
つ
る
年
の
を
わ
り
に
な
り
に
け
り
け
ふ
に

ハ
又
や
ア
ハ
ん
と
す
ら
ん
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
例
が
、
調
査
対
象
を
第
二
十
段
ま
で
に
限
っ
た
場
合
で
も
、
い
く
つ
も
あ
る
。
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『徒然草拾穂抄』の注釈態度　　近世前期の徒然草注釈書を展望しながら　　

号
、
平
成
十
九
年
六
月
）
参
照
。

（
２ 

）
北
村
季
吟
は
数
多
く
の
古
典
の
注
釈
書
を
著
し
て
い
る
が
、『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』『
百
人
一
首
拾

穂
抄
』『
万
葉
集
拾
穂
抄
』『
古
今
和
歌
集
拾
穂
抄
』
な
ど
、
作
品
名
の
後
に
「
拾
穂
抄
」
と
付
け
て

い
る
も
の
が
複
数
あ
る
。
本
稿
で
『
拾
穂
抄
』
と
略
称
す
る
と
、
そ
れ
ら
と
紛
ら
わ
し
く
な
る
の

で
、
省
略
せ
ず
に
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
と
い
う
名
称
の
ま
ま
と
し
た
。

（
３ 

）
拙
稿
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
書
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
平
成
十

年
）。
拙
稿
「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法　
　
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ
」（『
放
送
大

学
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
平
成
十
二
年
）。

（
４ 

）『
文
段
抄
』
の
冒
頭
に
位
置
す
る
総
説
に
、
先
行
す
る
徒
然
草
の
注
釈
書
を
挙
げ
た
う
え
で
、
以

下
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
句
読
点
は
、
私
意
に
付
し
た
。

　
　

 　

こ
れ
ら
の
外
に
も
れ
て
、
何
の
ひ
ろ
ふ
べ
き
お
ち
ぼ
も
あ
る
べ
き
な
が
ら
、
猶
お
な
じ
事
、

今
更
に
い
は
じ
と
に
も
あ
ら
じ
と
て
、
ま
づ
彼
寿
命
院
の
抄
を
も
と
ゝ
し
、
そ
れ
に
も
ら
せ
る

所
を
野
槌
に
勘
へ
、
か
つ
師
説
を
ま
じ
へ
、
し
り
へ
に
愚
意
の
了
簡
を
か
き
つ
ら
ね
て
、
門
人

に
た
よ
り
す
る
も
の
な
ら
し
。

　

な
お
、
今
引
用
し
た
部
分
で
、
二
点
注
目
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
何
の
ひ
ろ
ふ
べ
き

お
ち
ぼ
も
あ
る
べ
き
な
が
ら
」
と
い
う
表
現
は
、「
ひ
ろ
ふ
べ
き
お
ち
ぼ
」
＝
「
拾
ふ
べ
き
落
穂
」

で
あ
り
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
と
い
う
書
名
の
背
景
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、「
猶
お

な
じ
事
、
更
に
い
は
じ
と
に
も
あ
ら
じ
」
と
い
う
表
現
が
、
徒
然
草
の
第
十
九
段
に
あ
る
、「
同
じ

事
、
ま
た
今
更
に
言
は
じ
と
に
も
あ
ら
ず
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
徒
然
草
注
釈
書
の
総
説
の
表
現
と

し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
何
げ
な
い
所
に
も
、
季
吟
の
自
在
な
書
き

方
が
垣
間
見
ら
れ
よ
う
。

（
５ 

）
九
種
の
注
釈
書
は
以
下
の
諸
本
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
引
用
に
あ
た
り
、
表
記
・
句
読
点
な
ど
、

多
少
改
め
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
参
照
し
た
先
行
研
究
も
掲
げ
た
。

・『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』

　
　

川
瀬
一
馬
解
説
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
松
雲
堂
書
店
、
昭
和
六
年
）

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
野
槌
』

　
　
『
野
槌
』（
無
刊
記
、
上
八
巻
・
下
六
巻
）

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
鉄
槌
』

　
　
『
徒
然
草
鉄
槌
』（
無
刊
記
、
江
戸
通
油
町　

山
形
屋
利
平
開
板
、
四
巻
二
冊
）

　
　

小
松
操
「〔
徒
然
草
〕
鉄
槌
考
略
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
九
五
号
、
一
九
六
三
年
一
一
月
）

・『
な
ぐ
さ
み
草
』

　
　

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）

・『
徒
然
草
古
今
抄
』

　
　

 『
徒
然
草
古
今
鈔
』（
万
治
元
年
、
大
和
田
久
左
衛
門
、
八
冊
）　

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

北
村
季
吟
は
晩
年
に
な
っ
て
、
徒
然
草
の
注
釈
方
法
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
れ
が
、
引
歌
の
指
摘

に
、
顕
著
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
に
お
い
て
季
吟
は
、
通
説
に
従

う
柔
軟
な
面
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
一
方
で
、
近
代
以
後
の
徒
然
草
研
究
の
ス
タ
イ
ル
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
文
意
を
長
く

説
明
し
、
口
語
訳
に
近
い
注
釈
を
書
き
付
け
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
今
回
は
、
引
歌
に
焦
点
を

据
え
た
の
で
、
注
釈
ス
タ
イ
ル
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
に
お
け
る
、
次
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
当
時
の
古
典
研
究

に
お
い
て
、
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
序
段
に
対
し
て
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』

は
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
文
意
を
読
み
解
い
て
い
る
。

　
　

 　

つ
れ
〴
〵
と
身
し
づ
か
に
心
さ
び
し
き
あ
い
だ
、
硯
に
む
か
ひ
て
、
心
に
さ
ま
〴
〵
う

つ
り
く
る
よ
し
も
な
き
こ
と
ゞ
も
を
、
そ
こ
と
も
な
く
か
き
つ
く
れ
バ
、
我
な
が
ら
、
奇

怪
ふ
し
ぎ
に
こ
そ
、
物
ぐ
る
ひ
の
い
ひ
し
こ
と
の
や
う
な
れ
ど
、
此
さ
う
し
の
あ
り
さ
ま

を
、
卑
下
し
て
申
せ
し
こ
と
ば
に
て
候
。

　

こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
序
段
全
体
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
姿
勢
が
見
え
て
、
徒
然
草

の
作
品
世
界
を
理
解
す
る
手
ほ
ど
き
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
帚
木
巻
の
冒

頭
に
お
け
る
草
子
地
を
意
識
し
た
か
の
よ
う
な
、
季
吟
の
注
釈
で
あ
る
。

　

北
村
季
吟
が
最
晩
年
に
、
も
う
一
度
徒
然
草
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、
出
典
や
引
歌
の
掲
載
を

吟
味
し
直
し
て
、
学
者
と
し
て
の
学
識
の
披
瀝
よ
り
も
、
読
者
が
徒
然
草
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
た
め
の
必
要
最
小
限
の
指
摘
に
と
ど
め
、
そ
の
一
方
で
、
文
意
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
、
長
く
本
文
を
切
り
出
し
て
口
語
訳
と
も
言
え
る
よ
う
に
解
説
し
た
点
に
、
北
村
季
吟
の
古

典
研
究
の
、
さ
ら
な
る
到
達
点
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。『
源
氏
物
語
』
研
究
に
一
時
代
を

画
し
た
季
吟
の
古
典
観
は
、
徒
然
草
の
注
釈
書
の
中
に
凝
縮
さ
れ
、
平
易
な
か
た
ち
で
次
の
世

代
に
手
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
、『
文
段
抄
』
と
そ
れ
以
前
の
諸
注
釈
書
に
お
け
る
引
歌
の
比
較
検
討
に
費
や
し
た

記
述
が
多
く
な
り
、『
徒
然
草
拾
穂
抄
』
の
注
釈
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出
す

に
留
ま
っ
た
が
、
今
後
も
、
今
回
の
考
察
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

注

（
１ 

）
拙
稿
「
徒
然
草
研
究
の
起
源　
　

欧
米
に
お
け
る
研
究
か
ら
問
い
直
す
」（『
中
世
文
学
』
五
十
二
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島　内　裕　子

　
　

 

小
松
操
「「
徒
然
草
古
今
鈔
」
と
草
子
類
の
朗
読
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
八
七
号
、
一
九
六
三
年
二

月
）

・『
徒
然
草
抄
』

　
　

 

有
吉
保
編
・
加
藤
磐
斎
古
注
釈
集
成
３
『
長
明
方
丈
記
抄
・
徒
然
草
抄
』（
新
典
社
、
昭
和
六
十

年
）

　
　

 
吉
澤
貞
人
「
加
藤
磐
斎
著
『
徒
然
草
抄
』　　
「
巻
第
一
」
の
翻
刻
」（
金
城
学
院
大
学
論
集
・
国
文

学
編
）
四
十
号
、
平
成
十
年
三
月
。

　
　

 

吉
澤
貞
人
「
加
藤
磐
斎
著
『
徒
然
草
抄
』　　
「
巻
第
二
」
翻
刻
」（
金
城
学
院
大
学
論
集
・
国
文
学

編
）
四
十
一
号
、
平
成
十
一
年
三
月
。

・『
徒
然
草
句
解
』

　
　
『
徒
然
草
句
解
』（
寛
文
五
年
孟
秋
吉
祥
日　

風
月
庄
左
衛
門
開
板
、
七
巻
七
冊
）

・『
徒
然
草
文
段
抄
』

　
　

北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
18
『
徒
然
草
文
段
鈔
・
上
』（
新
典
社
、
昭
和
五
十
四
年
）

・『
徒
然
草
拾
穂
抄
』

　
　

北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
20
『
徒
然
草
拾
穂
抄
・
上
』（
新
典
社
、
昭
和
五
十
二
年
）

（
６ 

）
ち
な
み
に
こ
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
⑩
も
同
様
で
あ
る
が
、『
諺
解
』
で
は
、
頭
注
が
漢
字
片

仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

（
７ 

）「
秋
の
野
に
」
と
「
み
よ
し
の
ゝ
」
の
二
首
は
、
ど
ち
ら
も
『
寿
命
院
抄
』
で
は
、
上
の
句
し
か

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
の
句
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
８ 

）
こ
の
歌
の
四
句
、『
野
槌
』
は
「
わ
れ
を
か
く
せ
り
」、『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
「
わ
れ
を
か
へ
せ
り
」。

（
９ 

）
こ
の
歌
の
末
句
、『
寿
命
院
抄
』
は
「
ツ
マ
デ
ミ
ル
ベ
キ
」、『
野
槌
』
は
「
つ
ま
と
み
る
べ
き
」。

（
10 

）
注
（
３
）
の
拙
稿
「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法　
　
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ
」

の
第
四
節
「『
野
槌
』
に
お
け
る
和
歌
の
注
釈
」
で
述
べ
た
。

（
11 

）
三
木
紀
人
『
徒
然
草
（
一
）
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
久
保
田
淳
『
徒
然
草
』（
新
日
本

古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記　

徒
然
草
』、
岩
波
書
店
）
な
ど
。

（
12
）
新
典
社
、
昭
和
六
十
一
年
。

 

（
二
〇
一
二
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
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『徒然草拾穂抄』の注釈態度　　近世前期の徒然草注釈書を展望しながら　　

Tsurezuregusa-Shusuisho considered as a commentary

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Kitamura Kigin（北村季吟, 1624-1705）wrote two commentaries on Tsurezuregusa（徒然草）in his life time.  At 
the age of forty-four he published Tsurezuregusa-Mondansho（徒然草文段抄, 1667）, which afterwards circulated 
widely and secured a renown as a standard among countless commentaries upon Tsurezuregusa.
　In modern times, Tsurezuregusa-Mondansho has been much consulted by Western scholars who translated 
Turezuregusa into their languages. These facts indicate the excellence of Tsurezuregusa-Mondansho as a work of 
scholarship.  
　Kigin, when he was eighty-one years old, dedicated to Tokugawa Tsunayoshi（徳川綱吉）, the fifth Shogun, an 
abridged version of Tsurezuregusa-Mondansho titled Tsurezuregusa-Shusuisho（徒然草拾穂抄, 1704）, which 
selected compactly the essential parts of detailed arguments in Tsurezuregasa-Mondansho.
　This paper firstly tries to illustrate the characteristics of Tsurezuregusa-Mondansho, paying special attention 
to Wakas quoted in eight different commentaries on Tsurezuregusa written in the early modern period. Secondly 
it considers Kitamura Kigin’s final view on Tsurezuregusa attained in his last years, which offers a specimen of old 
Japanese commentators’ attitude to their classics.
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